
県

議

会

６
月
定
例

会
は
７
月

３
日
、
全

て
の
議
案

を
原
案
通
り
議
決
し
て
閉
会
し

ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
応
の
追
加
補
正
が
会
期
中

２
度
も
提
案
さ
れ
、
合
わ
せ
る

と
予
算
規
模
も
約
５
７
０
億
円

と
異
例
の
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
、
６
月

24
日
に
、
関
徹
県
議
が
予
算
特

別
委
員
会
の
質
問
に
た
ち
、
７

月
３
日
に
は
私
（
渡
辺
ゆ
り
子
）

が
、
本
会
議
で
議
案
に
対
す
る

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
補
正
予

算
の
特
徴
的
な
項
目
を
上
げ
る

と
以
下
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
新
・
生
活
様
式
に
対
応
す
る

店
舗
の
改
修
や
設
備
を
導
入
す

る
経
費
に
対
す
る
支
援
で
、
約

21
億
円
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
中
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
対
応
型
」
は
、
補
助
率
１
０

／
１
０
で
補
助
額
上
限
20
万
円

を
県
と
市
町
村
で
負
担
し
、
ア

ク
リ
ル
板
・
換
気
装
置
設
置
、

消
毒
液
購
入
な
ど
が
対
象
経
費

で
４
月
７
日
ま
で
遡
及
可
能
と

な
っ
て
お
り
、
約
１
５
０
０
０

件
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

医
療
機
関
、
社
会
福
祉
施
設
、

児
童
関
係
施
設
な
ど
の
職
員
に

20
万
円
か
ら
５
万
円
の
慰
労
金

と
し
て
約
58
億
円
（
約
10
万
人

が
対
象
）
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

児
童
関
係
施
設
の
慰
労
金
５
万

円
は
、
県
独
自
の
施
策
で
保
育

所
、
幼
稚
園
、
学
童
保
育
、
児

童
養
護
施
設
な
ど
を
想
定
し
、

約
１
３
０
０
０
人
が
対
象
で
す
。

保
育
関
係
の
慰
労
金
に
つ
い
て

は
、
国
レ
ベ
ル
で
は
野
党
や
福

祉
保
育
労
組
等
が
求
め
て
い
ま

し
た
が
、
対
象
に
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
で
す
。

国
の
二
次
補
正
で
は
、
コ
ロ

ナ
患
者
を
受
け
入
れ
た
病
院
に

対
す
る
一
定
の
予
算
措
置
は
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
医

療
機
関
へ
の
財
政
支
援
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
議
会
最
終
日

の
３
日
に
、
県
は
民
間
の
病
院

に
50
万
円
、
診
療
所
や
ク
リ
ニ
ッ

ク
、
歯
科
医
院
な
ど
に
30
万
円

の
支
援
金
を
独
自
に
計
上
し
ま

し
た
。

私
は
、
議
案
に
対
す
る
質
疑

の
中
で
コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
を

受
け
、
医
療
機
関
の
多
く
が
減

収
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
病
院

の
夏
季
一
時
金
削
減
が
生
ま
れ

て
い
る
実
態
も
示
し
て
、
独
自

支
援
は
県
民
の
要
望
に
応
え
る

も
の
と
表
明
し
、
ど
の
よ
う
に

実
態
を
認
識
し
、
提
案
と
な
っ

た
の
か
質
し
ま
し
た
。

吉
村
知
事
は
、
医
療
機
関
が

県
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め

に
医
療
活
動
を
継
続
し
て
い
る

こ
と
に
敬
意
を
表
明
し
、
経
営

実
態
調
査
と
財
源
の
裏
付
け
を

踏
ま
え
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
た

め
に
支
援
金
を
給
付
す
る
と
答

弁
し
ま
し
た
。

※
そ
の
他
、
大
学
生
等
へ
の
支

援
、
小
中
高
の
学
習
指
導
員
や

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

の
配
置
、
さ
く
ら
ん
ぼ
緊
急
価

格
安
定
対
策
な
ど
農
林
関
係
予

算
や
消
費
応
援
の
割
引
き
ク
ー

ポ
ン
、
観
光
消
費
喚
起
予
算
な

ど
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

厚
生
環
境
常
任
委
員
会

７
月
１
日
の
厚
生
環
境
常
任

委
員
会
で
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
担
っ

た
県
衛
生
研
究
所
に
つ
い
て
取

り
上
げ
ま
し
た
。

県
衛
研
は
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
Ｂ
型
山
形
系
統
分
離
」
と
い

う
世
界
的
研
究
成
果
を
上
げ
た

歴
史
を
持
ち
、
地
道
な
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
研
究
の
取
り
組
み
か

ら
今
般
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

関
連
し
て
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

と
の
こ
と
で
す
。
し
か
し
、
職

員
数
は
30
人
（
２
０
０
７
年
）

か
ら
24
人
（
２
０
１
９
年
）
に

削
減
さ
れ
、
医
師
数
も
減
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
立
感
染
研
究
所
に
実
地
疫

学
の
専
門
家
の
研
修
コ
ー
ス

（
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｐ
）
が
あ
り
、
こ
の

20
年
間
に
82
人
の
修
了
者
が
い

て
、
２
０
１
９
年
現
在
、
19
都

道
府
県
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、

山
形
県
は
修
了
者
が
い
ま
せ
ん
。

私
は
、
県
衛
生
研
究
所
の
体

制
強
化
と
法
的
位
置
づ
け
、
Ｆ

Ｅ
Ｔ
Ｐ
の
配
置
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
阿
部
英
明
薬
務
・

感
染
症
対
策
室
長
は
「
私
ど
も

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
」
と

し
つ
つ
も
「
検
討
し
た
い
」
と

答
え
ま
し
た
。

※
他
に
予
算
化
さ
れ
た
慰
労
金

の
支
給
対
象
、
時
期
に
つ
い
て
、

感
染
症
対
策
の
福
祉
施
設
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ

い
て
な
ど
取
り
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
産
業
競
争
の
強
化
、

担
い
手
確
保
対
策
特
別
委
員
会

で
は
、
委
員
間
討
論
で
、
食
料

自
給
率
向
上
が
重
要
で
あ
り
、

安
心
な
県
産
品
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
地
域
循
環
型
農
業
、
食
品
産

業
を
提
起
し
ま
し
た
。
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国
の

政
策
転
換
こ
そ

女
性
た
ち
の
会
話

で
す
。
「
コ
ロ
ナ
対
策

で
、
国
の
対
策
が
ア

ベ
ノ
マ
ス
ク
や
給
付

金
な
ど
遅
れ
る
し
パ
ッ

と
し
な
い
」
「
各
自
治

体
の
長
が
頑
張
っ
て

る
ね
。
県
も
独
自
の

予
算
を
出
し
た
し
」

「
で
も
、
こ
の
お
金

（
国
の
交
付
金
）
、
結

局
は
借
金
な
ん
で
し
ょ
。

国
の
税
金
の
無
駄
遣

い
は
や
め
て
ほ
し
い
。

イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア

は
中
止
に
な
っ
た
け

ど
、
沖
縄
の
米
軍
基

地
建
設
や
ア
メ
リ
カ

か
ら
の
武
器
の
爆
買

い
な
ん
て
必
要
な
い
」

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

弱
肉
強
食
の
新
自
由

主
義
の
誤
り
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
「
国
民
の
命
や
暮

ら
し
を
守
り
、
社
会

保
障
を
充
実
さ
せ
る

政
治
を
」
の
思
い
を

と
も
に
語
り
合
い
、

つ
く
っ

て
い
き

ま
し
ょ

う
。

ゆ
り
子
の視

点

６
月
21
日
日
山
形
市
議
団
と
街
宣

6月24日県商工団体連合会県要請「コロナで減収の全事業者に支援を」

渡
辺
ゆ
り
子
県
議


